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I はしがき

昭和 28 /']'-6 月下旬に起った北九州各地の崩壊ととれにとも左う災害は悲惨をきわめた。

同年 9 J LJ'. 11) ，林業試験場の綜合調査が行われたが{;去二島ーもその一口として崩壊地の早期l緑

化を目的とし， Jíï'fJ.(tr<山地帯では崩壊の特にはげしいHi:'iúr;谷側の白水村，色見付-t?を ì~ として

調査したので，その概要を報告ーする。

なゐ，訓杢に i祭して何々援助を与えられた熊本営林J'-0 ， 熊本県庁林務部必よぴ熊本県白水治

山事務所の方々 p とくに現地でイ止!'r1:を賜わった熊本営林川治山邦'" ~111主官，熊本県庁林務部経

営謀束技師に深甚の謝意を去する。

刊行の林業~jt験場調査}lfEの方々からは種々専:1 1 1的の立場から助芹をいただき厚〈感謝の立を

去したい。また，とりまとめにあたって御苦労をいただいた11日倣りj，藤井澄代の両氏にも!字〈

御礼をJ! I し一 l二げる c

(1) 防災部砂防第二研究室
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H 早期織化対策

阿蘇山の hfTêを rl''L:、とする今次の崩壊はきわめてχきしととに南那谷ft!iJの 3なびただしい崩

壊地は山色を全くかえてしまった。 五舟の山)j廷は大部分放牧， 採草のための広んな本生地帯

でp 崩壊の大発生はほとんどとの部分に集 ~t-t してし、る(崩壊の状況については川 t1 ，書j!~波両氏

そのほか諸氏の手K台を参J!H されたい)。

復旧の実行には，場所ーごとにいろいろの問題があろうと J品われるが，倒壊両が (a) -JN.・r.M色

火山友土壌のととろ (b) 県色火山友土壊が残引するところ( c )崩壊斜面の脚部，すなわち

崩壊耐の←下部に浮:[:砂がlf[航しているととろなどを主IIUとして，以下気づいたととを給L 、あげ

て検討したい。

な%òとの報台は， ?tÎ.かい則II\Jにできるだけ平〈緑化し復旧するととを，ねらいとしたもので

あるから，千1JIJ な信iJf，nや詰!;林対策むよぴ、牧野としての lr，(J淡いなどについては， :l:IXLl ・林I両氏，

松島氏ゐよびそのほかの報告を参加されたい。

1 )黄伺色火山次:[:壌の崩壊rúj

阿蘇山で‘は表土の出色火山1.;<.土壌が崩蒸したあとは， ßU~J色火山友土壊(以下首相色J:江主と

H子ぷ)の -'1斗骨な斜面となるのが一般の

ようである (Phot. 1, 2) 。 との故例

色:[:壊は :NîflÎーがあり， υ11 口・現j!'i皮it

等)またP 相当の同さがあって炎H耐え;

蝕による土砂の移動が少なく，すでに

Ì)iî 壊
Phot. 1 The landslide 

崩壊
Phot. 2 The laτldslide 

e
 

A
U
 

--
Q
M
 

守

dロa
 

t
与

n

た
o

つ
吋

や
ミ

E

・

4
u
n
a
 

拡
叩
町

乙

B
E

掴
制

一
川
町

つ
d

ふ
L

o
 

'H 
P
 



-127-(岩)11) 早期緑化対策)(その 2砂防関係¥[ 

ま(Phot. 3) , 九'(の佑入している剥 !(Jj もあり

七
料

たふるい小)倒見ーの Jj)j壊地が白然に被覆さlLí主

と iしは1日していると J目、わhるところもある。

株植品種一三U<.. _ 

出窓 STm吠M出
フ司ー 」月巴事レ
/ =‘ Manure 

阿蘇山麓は :~F..雨量 2 ， 000 ミリ以上もあるから

二l:峻がを~'JL しさえすれば， t[l'(生の発述はやさ

しいととをど示していると，目、わtlる。

階段と斜面の取扱い

Structure of the ben:::h and slope. 

とのような崩壊而に浮土砂が少なしかっ

地盤が念に佐伯をどうけるととの少ないととろ

Fig.1 
では，できるだけ施工のために必とる浮ニl:1i少

の生産を少なくして，安定な地盤に直接なるべく多く M:栽して確実に地帯を;.. ;]:..?さえるととがよ

いようである 1)。

崩壊静岡はほぼ 40 0 前後の急斜地が多いので，作業実行のための足場と杭栽のための清Aをか

杭iWfはなるべく i梁く掘り肝H立rlJ は小さくし，ねた簡単なiiJ'j工限度がよいのではなかろうか。

な;)2;[;:トi白{に凹古官があれば貯H立の ftíi斜が InJ官官あるいは mJi哀(Fig. 1) ，かつ肥料を多く与える。

.Iújの外ftliJ に僅かに附くように掘りつけ，できるだけ一部の斜hijに集ノ'lz されないようにするとと

も;有効であろう。

したがってま布([殺はできるだけ多くし，かつ佐:t1t'tの特'14):を考慮して混航されるのがよい九

るるいは高木の 11 1]に i桂木でさし本むよぴ校ま十肝?段上tこは 2 ~3H[以一l二の高木を右(i才えするか，

階段 1:の村〔栽木の下にま 7こ，きのやさしいJ問先月のものをち・かに行うとともよいであろう 1川。

は被裂と IJ巴tif効.!.l~のすぐれた平和をと段上混採i こ qß じて3) l番きつけるととも試みられてよいと考

える。

科的[の被援1)4)，;).りをはかるとと施工地の能的lを防いで早期jに緑化をはかるには，さらに，

i!゚  ことに施行地は冬場j植栽木の洛:店後は抑地となれで，ぜひ実行さ Jしなければならない。

阿蘇山でも泊?の具JJ Hl Jが 12~2 )J にその他によって起る臼拍は予fJl以上lこんきいもので、1) ，中 1: ，

ことに常緑性 (j\'í)とのためにはfJi'J主主の4 年性，ゐよぴ，弘一)tj:のためのfJ:û虫防止がた切となる。

さしあるいはまた，あるいは点4犬にまきつけるりとか，1耐陰性などを考慮して斜ItJjにすぢ条，

本，校まき，株うえなどを適宜に入れるととも考えられる (Fig. 2) 。
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とれまでの調杢によって，治山 flJの

樹ア';C8)3)1'1 )11) 13) として適当と忠われるものを

のべれば高木では，

，-ふ、
fd、.，0 , 

階段と斜面の取扱い

Bench: Planting 

Slope: Planting, seeding, cuttings 
Fig. 2 

高山地c:王ぽ 1100~1200m 以上)

ヒメヤシヤプシ，ヤマヤナギ，ポプラ，

ナナカマド， ニセアカシヤ類。
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rl'政令 1\ (i 王ぽ 800~1100 m) 

ヤシヤブシ，ヤマハンノキ，クヌギ，クリ，カシワ， ミヅナラ，アカマツ，ク口マツ，

ニセプカシヤ刻。

UI位1~11 (ほほ、 700~800 m) 

'1' 腹部にIiJいられるもののほか，オオパヤシヤプシ，ケヤキ，サクラ，ヌルデなどがよ

く，なゐシンジユ，あるし、はクルミなども強大に~E.I守ーするもので，試みられでもよし、ので

はなかろうか。

以上のものをゐもに!日，?段上に柏え， ，Nh'riにはゐもに低水のものをとり入れるようにする。な

沿っぎに示す( )のうち，①はさし木がやさしく lliJ也にぢかざしもでき，②は主11根，⑧は

校まき 14)1りするのにもすぐれ，④は実搭によってもよいものでるる。

自;iUJ地

イタチハギ(①③④)，ウツギ(①)，ヤナギ制(①)。

t['IJtr1il¥ 

イタチハギ，アキグミ(①④)，ハギ(①④)，クズ(①， ilX うえ 1 :J)) , 英国トヂナシニ

セアカシヤ((1;②③)，ササfßl (②)。

UI佐竹11

小腹部に JJjいられるもののほかに，アオキ(①④)，ヱニシダ(①④)， タケ知(②)。

また IIとしては生以が平〈棋の発注がよく生育JJJJlli]が長いものさらに1M，]陰性の強いものなど

のq' ，\"l"r:があるものがよい。つぎに示す( )のうち①は地上7'部の拡がりの大きし、(ゐよびJrL

い)もの，②はJt~下の拡がりの大きいもの，⑧は生育WJi IUが長い(緑の民!JiI\]がiぷ、)もの，

④は11~J)i~~いもの P ⑤は IIL丈が比i[交(I'，j低いもの，⑥は 1肥料YIEである。したがって，⑤⑥は

階段 l二にもとり入れ，①は階段の外I!W部(っlCjt りにあたるととろ)にもiJJ い，①②③④は去

もに斜而[にJi J いれば油切と考えら.j Lる c

前ilW [ß

ウイーピング・ラプ・グラス①，マウンテン・プローム・グラス①③，スムース・プ廿

{ム・グラス(①③)，野生のものではメイヂツソウ(②④)，ススキ知(⑤)， その他。

中腹部

以上のほかにケンタツキー・ 31 ・フヱスク(①③)，レッド・トップ(①⑧⑤)，ケンタ

ツキ{・プリユー・グラス(①③⑤)， サブタレニアン・クローパー(①⑥)ゐよび、ヨモ

ギ(②④)，ヒメヨモギ(②④)，メドハギ(④⑥)，イタF'リ(②④)，クララ(④)， キ

ンヱノコロ，その他。

山佐官1\

高山士山むよ V':'rft肢7午ßiこすぐれたもののほか，才一チヤード・グラス(①⑧)， トール・
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オート・グラス(①③)必よぴチカラシパ(②) , ヤハズソウ((1)⑥) , カワラケツメイ

(⑥)，ネコハギ(①)，その他である。

これらのうち野生聞は， Iポ野から向子(そのほか7Ji，相)の搾lfえがたやすくできれば千六倒的

に利川すればよし環境に対する泊応力も好ましいと，巴われるが，また栽:I:ttfÆ (外国間)は存

2誌に入手できるので実行しゃ F く被ふくの平い点が有利と考えられる。

2) 黒色火山火ニ1:境の残fiずる崩壊ñ'rï

衣J:の N.~色火山~U:担(以下虫色土壌)が崩壊Jf:Iïに残fYi し，現に移動して崩落，流出すると

ころは， lii I'iî .T. 1こ準じたやや堅同なものなどとする必要があろうが，ととにキif[栽木は， 1架伎の

ものを多< IJJ いる。芝は広てたた原型j二から比較的fm単にえられるようだから，必裂ながi所は充分

に IIJ いるがよいであろう。

芝f・J"けのI~\ J1二 t- !-1 ~'L は前実に 11~づくさし本のやさしいj、土をと多く )IJ ~、て，市若させる。したが

って仙托した校はやめ，また位の上ドをまちがいなくさすようにし必裂なものはホルモン処

理もするのがよいわ。

;I:n色土l哀は佐Mtをうけやすいから， {J:;'ヰ而 i乙揺極の|授は&ifたなどでゐさえるのがよかろう。 "11Îr

項の 1) に準じて樹小:を多くし，ことに土接がi!吹かく村[えよいから，謀本類:;;.よび平株の布![栽

もできるだけとり入ÆLj、 I:j1\1 J までに充分施工聞の保設の効洪がえられるようにする。

すなわち，前項の 1) にあげたもののうちとくに高木では，

オオパヤシヤプシ，ヤシヤブシ，アカマヅ，クロマツ，クリ，クヌギ，カシワ，ニセア

カシヤ会n。

{lí;本では，

イタチハギ，ハギ，ヱニシダ，アキグミ，クズ，ササ，タケ d

半開では，

階段上... .ケンタツキー・プリユー・グラス，サブタレニアン・クローパ，ヤハズゾ

ウ p カワラケツメイ υ

ゾミを 1) にあたるととろ.. .，ケンタツキ{・ 31 ・フエスク， ウイーピング・ラプ・グラ

ス，プローム・グラスE九ススキ素f!。

3:ヰ白・... .レッド・トツフ\プローム・グラス去凡クララ，メドハギ，コマツナギ，ネコ

ハギ， ヨモギ妻貢， ススキ主主

などがすぐれているとJEわ~Lる。

との残習土壌が海くて流出や穆勤がそれほどでなく，植生の発達にさほど影響がないような

ととろであれば，黄褐色土壌に準じて施工すればよかろう υ ただし植溝は必十下部の寅褐色土

壌まで掘り， tilI栽木の根が充分とれに定着されるようにする。

黒色土壌の残腎がせまい面積でる~Lぱ，できるだけとれを掻き落して，山脚の平Jîl!.に堆積さ
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せえ!;斜 I白[は ~I~~N~色J:出とする。とのよ場合系lffriの IIIJJ也などに集めるととはしないで l[ [~lp まで砕す

ととである。なぜならは"./~:，{tな山 /J立では， ì宇土砂の状態にあるJ13色土壌で附段をつくるのは設

も危険で、P 椛壊されやすいからで，施工にあたってはとくに it:なされたし、と Jιわれるからであ

る (Phot. 4) 。

黄褐色土壌の上に黒色土壊の階段が

あると破壊の危険がある

3) 崩壊剥 rúiの IJ11)書店

崩壊が奈Hi'iiの!附lfI自までつづいて」、るととろではその抑

制;にはこ1:広が多く 1(1:杭しているから，崩壊耐からの集7l\.

によって，施行後でも佐伯をうけやすい。また崩壊而が

uïちに渓流に接するところ (Phot. 5) では， /1'，;]\によ

る f必蝕の防設も考えなければならない ci晃i在の治山工は

丸山氏そのほかの千社古・を参汚にされた L 、)。

したがってこの市公では，とくに成長がlrLI.、ものや，

ゴ:壊をと i架くたさえるもの， 1<..1:を広くたさえるものな

ど 11~系の発注のえきいもの， またiJJj=!f"屯の強いもの

(P'hot. 6) などを件付r{i して， l{JtJJ 1 ここl):i~ を!空特'，'1こ会さ

えるようにた|・るべきであろう。

すなわち， 前項の 1) で‘のべた樹平のうちでもとく

Phot. 4 The destroyed construction. Iこ，

;実流に接する崩壊地 崩芽の多い木が有効

Phot. 5 The landsid号 abutting Phot. 6 Th号 trees having many 

on str邑am. sprouts are efficient. 
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高山地... .ヒメヤシヤプシ，ポプラ，ウツギ，ササゐよぴイタ r ì)，メイヂツソウ，ススキ

類。

rf~ nn:書店よズド... .オオベヤシヤブシ， クリ，マツ主j'î，ケヤキ，ネム， エセアカシヤ苦九エニシ

ダp アオキ p フヂ， クズ，タケ主主，:t;-よひ:ォーチヤード・グラス， レッド・トツフ\ケン

タツキー・ 31 ・フヱスク，サプタレ=アン・クローパー，ススキ主目。

がすぐれ， q，腹部以下のまttt貞二1:砂の多いととろでは，平和はやや訴に，しかもかんたんにまい

て押えつければ五分であろう。

4) 小崩壊地，その他

J_[ J腹の一部にli.{I:する小規模の崩壊は日然のままで充分復旧しょうが，しかし 1 つの斜耐に

点々とつづいてあるととろや，やや広いととろではできれば，斜阿にごく簡単な実揺を行い方E

生を速やかに導入するのがよいであろう。

また一般に ~I}干Iの時11'，するととは少ないが，阿蘇五岳のうち根子岳は他の"日{Î;ーとちがい，よl主

去が現われるととが多い (Phot. 7)。とのようなととろでは，岩石間に艇を拡げて広くたさえ

るようなものカ:のぞましく，ヤシヤブシ，オオベヤシヤブシ，ナラガ、シワ，マツ lr，フジp な

どがすぐれていると，1目、われる。また根子岳の崩壊げ'jjは他の|凡I 岳よれ比較的段位をうけやすい

ようであるから(川 11 • ;~f[:波氏)， したがって平聞もウイーピング・ラブ・グラス，ケン夕、ア

キー .31 ・フヱスク，ヨモギ，ススキ主fL などを多くとり入れるのがよかろう。

とのほか崩壊而の_I.:，Y./~Jが，尾根紡にあたるようなととろでは，傾斜が初'_~Yl1{ij ，こ :J: で店主1t状にな

っているととろがあるが，とのままでは航栽も充分に行えないから，との部分では ， J.崩壊耐の

傾斜に沿うて切取るととが必要のととろもあろう。また，崩壊面の形が不jMWJでその境に沿っ

て水が流~Lるような?祁分では，できるだけタト側に:j:jþ;J\さ fLるようにし，いi"Al-も A'I_をとくに lfL

〈密生させるようにする。なた椋高のたかいととろでは火山女肢の表而が板状の史地盤に変っ

たととろが現われるようであるが，との部分の1'11[栽には土!と)j巴 p 落葉，式IJ平などの有機買のもの!

を多く入れて，制裁後の 1I巴効とあわせ

てふたたび、明化するととを防ぐのが大

切である。

5) i台山川の肥半l15)lï)13) ，その↑也

阿蘇山では雨量も多く樹立Cの生存も

1[1.いようであるが，しかし肥料をfJJ い

ることはいかなる ιj介にも{沙問千II[主主成

功の要件の 1 つで，しかも肥料，{i(はそ

れほど多くいらないようで1〉19〉， 経代

の一部を肥料ftに佐iすととはそれI王ど

荒石の露出したところ
Phot. 7 The exposed rock. 
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I付期I なことでないと考えら ALる。

i治台山}川IリJùの丈わ川)づ叶1J肥l肥巴半料'fは燐円酸交2町rI円) jゐE よび空-ぷl長お4毛♂二コ31り〉が多< '梨』必FμA求ミさ」れL ， また肥料本_1 1 (，にはことに燐酸を多く

与える。さらに崩壊地では肥料が流/1'，しやすいゐで， 玄íJ きめの長L 、 JII~肥(法成JII・肥)や， 1:主

4天， r，lil.ßf! その他化成肥料などを/i1\. 、るのがよい。またJII'肥がどうし℃も使えないときは，生ワ

ラ 1) でもよいようでIJ日野乃ススキ1if!，その他をと刈取ってしきとむことも千J効であろうじ

制裁にあたっては支えな樹立〈の数量を椛f~~ し， しかも H 年![:J J を失せ十にネIt(栽することが!j l:心

で，とれには現l誌の一部に'i'ii*fll;主作ってむくととが.f!p，泡[(I"Jで、あると))える。山明治[;の土砂押IJ}t

地の一部，あるいは広い山野J):Ì!担当なととろの一部を利川すれば， if� I I 11 /Jの伝l~はー般の林本

.1乙比べて安[!?がん変にやさししことに31の lit-はかんたんで、あるから，必要なiI本は充 jj"作i し

よう。

また山地での実掃にあたっては，できるだけ発芳三{足立主主行ってからまきつける。そのほか11守

請をよくするため肥料木知のliii芽性の強いものでは， 7J{の糾もとから 10cm くらいのととろ

で切って航えるとよく，さし本のやさしいものはとの十主を無駄なく手IJ 1I 1 ずる。平71{ も [;Î] じよう

に1O~20cm くらいに切って析えると安全であしまたJI"zり J災いもよい。

111 防災林

!~;j;くの崩壊に残ったぷ倒壊の山胞はt店内，\\'@も{!l:世的にも安全で、，また今次のような記録的

な豪雨はそう繰り返されるものではないから，今後の崩壊はそれほど限必しなくてもよく，一

応安定してし、るものと巧ーえてよいというのが一般の常識のようである。

しかしとのような考え方はなにか安易にすぎはしまいか。それはむしろ崩壊前にいえそうな

ととでp 地t境の変った現 (1'からすれば，今ζたの崩壊によって路111，した貸付J色 :1)1~の会:i'IÚÎは，こ

れが被ふくさええられればかえって今後の崩壊というととにはむしろぷ崩壊地よりも安定なと

とろであるというとともいえそうである。すなわち ， J:也すべりや rll くやれによる崩壊地と異な

って，不公'J.ëな夫土肢がhiJ洛したあとがかえって安全で‘あるといいうるように氾うのである。

したがって崩壊地を辺地に禄で被従しI・!JJj(による常時の佐伯を防止するととが当耐のな坊で、

lはあるがp 綜合的な対策の理恕からすれば， イミ崩壊地の 11:<'1恥、も緑化復旧と !'ÎJ様に巧lさ:されな

ければならないものと d巴う。

またとくに災害防止の対策からも J::i&の流/1\防 11:，士ttHtなどのため，山脚部一帯に植栽され

るととで，予1J!iJ しえない崩壊の趨当な防主主主主となり，また阿蘇山の綜合的な防災計画のうち防

災林に関しては一つの急所ともなるととろと二与えられ，しかも山脚部の防災林治成は技術的に

は実行しやすしかっ有Jijな森林となりうると忠弘

以下・応山腹(斜面)たよぴ山恒1I (斜面の脚部)に分けて検討する。

1) 日 l 腹
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山腹に林木のあるととろで，しかも根系が充分深< 11 1 1 びて， 下唐の葉褐色土壌あるいはその

下~の土壌にまで侵入していると忠われる とと ろでは，隣接の草原地であった崩壊地とならん

でその効果の差が現われているととろが少なくない。

ととろで崩壊地の倒木の根を調べたととろでは， 切断部のノミきさは相当太い部分であり

(Table 1) , また長い根が数:tõ-:tõ-< 仲びる種類の樹種でも ，切断部の長さは一般には根元から

比較的短いものであって，と

れらの点からは黒色土壊を通

してさら l寸111びる棋系が地盤

を竪〈ゐさ え，充分効:!.l~が挙

がるまでには，相当の見JJ l liJが

いるも の と忠われP 植栽:本が

どれほと、早期に地盤を陥保し

うるかは多少の疑問がるり，

崩壊の防 ll-.の効果を判定する

ととはむづ、かしい。

しかしp さいわい阿蘇山は

下居の 黄伺色土壌にもよく

根が通り ， 樹木の 深根 のも

のは 1~ 2m 以上に仲長し

樹種樹高

カ シワ

カシワ

アカマツ

アカマヅ

下層に深くイr[1びナこ根 (山麓)

Phot. 8 The root penetrating d邑告P

into the subsoil. 

Table 1. 崩壊地の倒木の根の一例

切断部の

日1

直径一一一一一一一
根長太 さ
cm crn 

考備

cm 
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マツ の下層に伸びた
根は 2~3m に伸び
ていたものと思われ
る

20 

6.5 

7 12 

カシワ，ナ ラ実質の横
走根l士 3~5m 以上
にも伸びていたもり
と思オフオL る

10 18 

10 20 

5 . 5(2本)

根の拡が り

Phot.9 Spr邑ading of the roots. 
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根の拡がり
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一斉林の根系は土壌の浅いところでは

地盤との聞に離屑を生ずる
Phot. 11 

The root system is shalJow in the uniform forξst. 

Phot. 10 Spreading of the roots. 

(Phot. 8, 9, 10) ，かつ広い純闘をゐさえ， またうfl十

盤は一般にはみとめられなレから，土壌が浅いために

根系の発注がかえワて遊離肢を形づくって危険となる (Phot.11) ような'L.、配は多くはないで

あろう。

.jj.ï':'U'也ではその松昨の~~~さは1O~25 cm Tl1j後で、表~f:J)黒色J:肢を完全にゐさえるととの

できないのはあきらかで、ある (Phot. 12, Table 2) 。

したがって，とのととからも根系の深い，しかも生以の lrLい枝J;H[ ii:i'.lIく1'1[[栽するととがのぞ

ましく，その効!，J~は的実でまうろう。ただ急斜地は桁拙もよいが，あまり特別f したためにド本が

減少しでかえって直接地支耐の保護を弱くするととは考えもので，純生した_"J... 4J'，'f..や j手千葉などで

Table 2. 草生の草丈および根

種 類
:寺Z 丈 拡がり 1 一根一の一深一さ 長一 根の拡がり

l 根群 *R
cm cm C口1 cm Cロ1

キ:鼠 80~120 
100 

iO~25 己0 100 スス
(護主主)

ヨ ..::r2- _.v γ 70 己5 10~25 (0 ,,0 

ヒメヨモギ 120 己5 iO~25 70 。

キ ク ニo ;:0 ム。 ιo 70 

!l フ フ 80 10 20 90 120 

メ ドハギ 70 ミ5 20 εc 餔 

キンエノコロ 60 20 15 45 40 

プ キ 己5 40 20 120 40 

チカラシパ ニo ::0 15 ご O "0 

ごスL ギ 十 20 10 2O~40 こO 地下茎

/ シ y、‘p 15 20 7--12 ー5 25 

イ 5< ド り 主5 こ 5 20~40 。 地ード茎

カワラケヅメイ 25 15 10 乙O 20 

(ヤマハギ) 80 ~O 25 85 170 

傍考・黒色 'k.山灰土壌の厚さは 40~60cm，草生の根群の深さは 15~25 cm である。
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充分に地表I古[を被裂しなければ，地盤

J)保護は完全とはいえ左いととも忘れ

てはならない。

したがって植栽の型については，充

分研究されねばなら友いが， 一般には

牧野外本としての llsd及いを加味して深根

性の も の とともに伺肥料木も適当に

配置し造林すれば有効ではなかろう

か22 )。
草生の根系

- 135 ー

2) 山脚 Phot. 12 The root system of the grass land. 

斜面jの脚部で 山)j径が集;j，πriで‘なく こ

れが狭あいお:原野， 扇状地l亡拡がり，

あるいは渓流に続くととろの防護対策

が肝心で、あろう。

すなわち p と のようなととろは fjt\1部

のやや 卜.から 4リ1 1士山の一部にわたって

航栽しP ととに多量の1/i;j'(が予想され

る地形のととろでは， r\ J を大きくする

とともに，第 zr交の材、帯を配世すると

となどが考えらhる (Fig . 3. C) 。

集水の多い山腹の下の森林は山脚に近くする

Phot. 13 The for邑5t on the hill-si�e shou�� be 

close to the hill-foot. 

また，谷あいの ドブJで山政からの H\水が全部集ノ'j，

されるようた111<1所にだけ森林があるのは効県が少な

し破壊されるゐそれがあるから (Phot. 13 Fig 

3 D入 やはり林帯は 山間iI乙近づけて設ける。すな

わち 山酔.\1部の防災林帯はWJJ，t1~はもちろん，尾;jJ~ hJ:i

が長〈突きでた山W\I部にわたってなされるのが王II!恕

と考えらÜ.る (Fig . 3 A ， B) 。

しかし ft員会干がゆるい奈ト耐の脚部では防災的な定;日本

は強〈加味 し友いでアカマツ ， クロマツその他有川
山脚の防災林

Fig. 3 The forest s i t巴d on the hi ll-foot-

樹のみの造林でもよく， 肥料木を庇l法的に配置して もよいであろう。

また~Li脚部の植栽が， 経費そのほか問題があれば実際fl "Jには，集ノk部の脚部 (Fig. 3 A) 

などの要所がま歩、実行されるとよく，植栽には位HÆ と の車n合わせも与えて下二千三や下 L?崎将J生さ

せる ととも }1]1.想的とい えよう (Fig. 4) 。
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山脚の防災林

The forest sited on the hill-foot. Fig. 4 

とれにはJこのようなととが考ところで防災林の治)&:によって原町のか北少が問!也となろうが，

すなわち，倒壊の著しかった市部谷側の 111位一帯(色見，(1ノ，]\ , il'::森)にはトウモロえら ~Lる。

コシ:I:/II;6i (青刈à 上びJ弔実 J!J ) 約 500~600ha もあるようであるが(松島氏Jコ調査による)，

とれにオオパツルマメを出作ーするととによってすぐ i したíMn;6;， Iüちに間単にえられるととに

注目すべきであろう。 t12Ji1にはあまり千数がし、らす勺収量も青刈 J\.'.Lその他にむとらないよう

である 2:l)。

これを二'，lií':ÌLÚ乃原野に比べれば飼料的価。J'[Iま大変 F ぐれたものとなり ， UI阿部のしたがって，

活林によって減少する咋可〈量がとれだけでもほぼむぎなわれるのではなかろうか。

びすむR 

火山 1J，乙土ほからなる阿蘇山は，崩壊した山腹はもちろん， hJjJ哀をまぬがれたととろも現状の

ままでは不安定なものであるから，崩壊地の復旧とともに，阿蘇山一帯の桜木Í1'~な防災対策が

)g究され，土地保全と土地利川とに充分 t;r. ~t画がたてられなければならなし、と jι う。

1 )崩壊山腹を辿やかに操化するととは技術!'I'.)には困難ではないようである。

さしイ心中主まきなどをできるだけとり入j して，

ごく短期間に杢1Mの被援をはかる。肥料はできるだけ多く JIJ いる。

2) 一般に附段むよぴ斜面{には株千百〔え実探，
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3 ) 山肢には崩壊地ゐよび米11li壊地とも j矧j~性の樹やf[をうえるようにするが，根系の地 下構

浩が単純にならない ように多くの種類を混航する。

4 ) 奈!日jÎ J) IJ1:il部は崩壊J也ゐよび未}j)j壊地とも ー 1 3i少の Mêl /l，防 11:ゐよび土ft詰あるいはな激な /1'，水

iII寺の保護のための防災林を f土ゴ1:てる。
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恥fikio IWAlζλWA: Erosion Control (2. Rapicl green covering) 

R駸um� 

1. It is not difficult to plant for restoration purpose al1 over the brokert 

slope immediately after the landeslide. 

2. In general , it is better to cover the slope between benches with grasses 

and shmbs instead of grading the whole stretch of the slope and resorting to 

other substantial works. 

3. Planting various kind of deep-rooted trees on the slope is desired. 

4. In order to prevent soil outflow , terrible inundation or piling up of soil , 

we had better to grow trees for damage prevention at the hillfoot , regardless of 

whether it is the case of landslide or not. 


